
６
月
20
日
に
開
か
れ
た
第
２
回
定
例

会
本
会
議
に
お
い
て
「
憲
法
に
違
反
す

る
『
平
和
安
全
保
障
関
連
法
』
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請

願
」
（
裏
面
に
全
文
掲
載
）
の
採
決
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
請
願
に
賛
成
し
た
の
は
、

・
日
本
共
産
党
…
志
村
孝
美
、
小
栗
智

恵
子
、
加
藤
博
司
、
奧
村
暁
子

・
中
央
区
民
ク
ラ
ブ
…
渡
部
博
年
、
森

谷
歩
美
、
松
川
た
け
ゆ
き

・
区
民
と
共
に
歩
む
会
…
渡
部
恵
子

の
３
会
派
８
議
員
で
し
た
。

自
民
、
公
明
、
改
革
２
０
２
０
、
無

所
属
な
ど
22
議
員
は
反
対
し
ま
し
た
。

運
動
広
が
る
中
で
の
「
請
願
」
提
出

こ
の
「
請
願
」
は
、
昨
年
９
月
19
日

に
安
倍
自
公
政
権
が
強
行
し
た
、
日
本

を
海
外
で
戦
争
で
き
る
国
に
作
り
替
え

る
「
安
保
関
連
法
」
（
戦
争
法
）
の
採

決
を
受
け
て
、
全
国
に
広
が
っ
た
「
戦

争
法
」
の
廃
止
を
求
め
る
運
動
の
中
で
、

11
月
24
日
に
、
中
央
区
で
活
動
す
る
新

日
本
婦
人
の
会
や
平
和
団
体
な
ど
７
団

体
、
２
個
人
か
ら
、
区
議
会
に
提
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

請
願
は
「
法
案
は
憲
法
違
反
」
「
国

会
で
の
審
議
の
や
り
方
そ
の
も
の
も
立

憲
主
義
と
民
主
主
義
を
否
定
す
る
暴
挙
」

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
、
議
会
制
民
主
主
義
国
家
と

し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
厳
し
く
批
判
し
て
い
ま
す
。

12
月
10
日
の
企
画
総
務
委
員
会
で
、

請
願
の
審
議
が
始
ま
り
、
小
栗
智
恵
子

議
員
が
請
願
の
趣
旨
を
説
明
し
、
請
願

者
の
方
た
ち
は
補
足
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

請
願
者
は
、
９
月
16
日
に
、
中
央
区

議
会
が
「
憲
法
の
平
和
主
義
、
専
守
防

衛
を
堅
持
し
、
国
民
が
真
に
納
得
し
安

心
で
き
る
安
全
保
障
政
策
を
構
築
す
べ

く
突
き
詰
め
た
議
論
を
行
う
こ
と
は
、

国
会
の
責
務
で
す
」
と
述
べ
て
政
府
に

慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
派

一
致
で
採
択
し
た
こ
と
を
評
価
し
、

「
こ
の
意
見
書
の
趣
旨
に
基
づ
き
『
平

和
安
全
保
障
関
連
法
』
（
戦
争
法
）
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
・
関
係

諸
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

日
本
の
命
運
を
左
右
す
る
参
院
選
挙

戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
「
請
願
」

は
、
残
念
な
が
ら
中
央
区
議
会
で
は
否

決
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
国
の
運
動
は
ま

す
ま
す
広
が
り
、
参
議
院
選
挙
で
は
、

戦
争
法
廃
止
、
憲
法
改
悪
反
対
な
ど
の

一
致
点
に
よ
る
統
一
候
補
が
、
32
す
べ

て
の
一
人
区
で
実
現
し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
憲
法
改
悪
を
具
体
化
す

る
こ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
日
本
の

命
運
を
左
右
す
る
参
議
院
選
挙
は
７
月

10
日
に
投
開
票
日
を
む
か
え
ま
す
。
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ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

（
請
願
主
旨
）

憲
法
に
違
反
す
る
「
平
和
安
全
保
障
関

連
法
」
（
戦
争
法
）
の
廃
止
を
求
め
る

「
意
見
書
」
を
採
択
し
、
政
府
・
関
係
諸

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
請
願
理
由
）

安
倍
内
閣
は
、
本
年
九
月
十
九
日
、
各

種
世
論
調
査
で
も
国
民
多
数
が
反
対
し
、

七
割
に
上
る
国
民
が
「
今
国
会
中
に
は
採

択
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
て
い
た

「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
案
」
（
戦
争
法
）

を
、
国
会
で
の
自
民
・
公
明
両
党
の
多
数

を
恃
ん
で
強
行
「
採
決
」
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
四
カ
月
近
い
今
国
会
審
議
を

通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
法

案
が
立
憲
主
義
を
否
定
す
る
憲
法
違
反
の

法
案
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
間
、
こ
の
法
案
に
つ
い
て
は
圧
倒

的
多
数
の
憲
法
学
者
や
弁
護
士
、
元
内
閣

法
制
局
長
官
ら
法
律
の
専
門
家
が
憲
法
違

反
だ
と
断
じ
、
政
府
が
「
憲
法
の
番
人
」

だ
と
言
っ
て
い
た
最
高
裁
判
所
の
元
長
官

の
一
人
も
「
違
憲
」
だ
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。国

民
・
都
民
の
安
保
関
連
法
案
反
対
の

世
論
と
運
動
は
大
き
く
広
が
り
、
多
く
の

地
方
議
会
で
も
超
党
派
で
「
今
国
会
で
の

採
決
反
対
」
、
「
採
決
を
強
行
す
る
こ
と

な
く
慎
重
審
議
を
す
る
べ
き
」
な
ど
の

「
意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
区
議
会
で
も
、
九
月
十
六
日
に
全

会
派
一
致
で
「
安
全
保
障
関
連
法
案
の
丁

寧
か
つ
具
体
的
な
議
論
を
求
め
る
意
見
書
」

を
採
択
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
見
書
の
中

で
も
「
現
在
、
参
議
院
に
お
い
て
平
和
安

全
法
制
の
関
連
法
案
が
審
議
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
種
世
論
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
そ

の
内
容
や
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
十
分

な
理
解
は
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
憲
法
の
平
和
主
義
、
専
守
防
衛
を
堅

持
し
、
国
民
が
真
に
納
得
し
安
心
で
き
る

安
全
保
障
政
策
を
構
築
す
べ
く
突
き
詰
め

た
議
論
を
行
う
こ
と
は
、
国
会
の
責
務
で

す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
「
反
対
」
な
い
し
は

「
慎
重
審
議
を
行
う
べ
き
」
な
ど
の
声
が

大
き
く
広
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
・
自
公
両
党
は
九
月
十
七
日
の
参
議

院
安
保
特
別
委
員
会
の
な
か
で
前
日
に
開

か
れ
た
「
地
方
公
聴
会
」
の
公
述
人
の
意

見
表
明
の
報
告
を
聞
い
て
審
議
す
る
こ
と

も
な
く
、
当
初
の
議
事
録
に
は
「
聴
取
不

能
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
み
と
い
う
状
況

の
中
で
強
権
的
に
「
採
決
」
を
強
行
し
、

十
八
日
か
ら
参
議
院
本
会
議
を
開
催
、

十

九
日
未
明
に
本
会
議
で
の
「
採
決
」
を
強

行
し
ま
し
た
。

「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
案
」
（
戦
争

法
）
が
憲
法
違
反
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

こ
の
よ
う
な
国
会
で
の
審
議
の
や
り
方
そ

の
も
の
が
立
憲
主
義
と
民
主
主
義
と
を
否

定
す
る
暴
挙
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
こ
と
は
、
議
会
制
民
主
主

義
国
家
と
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
」
（
戦
争
法
）

は
、
九
月
三
十
日
に
公
布
さ
れ
、
半
年
以

内
に
は
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
で
に
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
自
衛
隊
員
に
対
し
て
来
年
三
月
か
ら

新
法
に
よ
る
「
駆
け
付
け
警
護
」
（
他
国

軍
等
を
守
る
た
め
の
武
器
使
用
）
を
実
行

さ
せ
る
た
め
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

う
な
れ
ば
他
国
の
地
で
、
自
衛
隊
が

武
器
を
使
っ
て
他
国
の
軍
な
ど
と
交
戦
し
、

殺
し
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

平
和
憲
法
の
も
と
で
、
戦
後
七
十
年
余

に
わ
た
っ
て
戦
争
を
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
日
本
が
「
戦
争
を
す
る
国
」
に
根
本
か

ら
変
貌
し
て
し
ま
い
ま
す
。
他
国
に
居
住

し
、
あ
る
い
は
海
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
日
本
人
が
テ
ロ

リ
ス
ト
の
「
攻
撃
の
的
」
に
な
る
な
ど
の

危
険
も
高
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
に
阻
止
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
日
本

を
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
国
」
に
し
て
し
ま

う
「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
」
（
戦
争
法
）

の
発
動
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
上
記
の
よ

う
な
民
主
主
義
を
も
否
定
し
た
や
り
方
で

強
行
「
成
立
」
さ
せ
ら
れ
た
こ
の
法
律
の

廃
止
を
求
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
中
央
区
議
会
で
も
、

先
に
全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
た
「
意
見

書
」
（
本
年
九
月
十
六
日
付
け
）
の
趣
旨

に
も
と
づ
き
、
「
平
和
安
全
保
障
関
連
法
」

（
戦
争
法
）
の
廃
止
を
求
め
る
「
意
見
書
」

を
採
択
し
、
政
府
・
関
係
諸
機
関
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
た
く
請
願
致
し
ま
す
。


